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【特別寄稿】
＊
『老子」の形而上単と「自然」思想
一北大簡を中心として
池田知久＊
MetaphysicsandtheConceptof"Zｿ川"，,ｉｎｔｈｅＬａＯＺｊ
－ＦｏｃｕｓｉｎｇｏｎｔｈｅＰｅkingU・BambooManuscript
TＫＥＤＡＴｏｍｏｈｉｓａ
InJulyof20131gavealectureatKansajUniversity,thispaperistheoriginaldraft
ofthatlecture,Decemberof2012sawthereleaseoftheHanbamboo-manuscriptLaozj
whichBeijingUniversityhadlongheldinitscouection:fbrthethirdtimesincethe
discoveriesoftheHanDynastyMzz(ﾉα"gz加ｓｉｌｋｍanuscriptsandtheC〃Kingdom
G"0.ね〃bamboomanuscripts,theLaozjwasonceagainthefbcusofrenewedattention，
ThefOnowingpaper,whilenotfailingtoreferencetheG"od”",Mzz(ﾉα"gz/”,and
received（i､e､,theWZzlZgBj）versionswhenappropriate,willprimarilyfbcusonthe
BeijingUniversityLa0zj・Straddlingthefieldsofpoliticsandphilosophy,Ｉｗｉｌｌａｔｔｅｍｐｔｔｏ
ｓｈｅｄｓｏｍｅｈｇｈｔｏｎａｆUndamentalissueintheLaozj：namely）theintertwiningof
metaphysics（i,e,,ideasongovernmentandcentralizedauthority）andtheconceptof
"z""”（i､e､,theextremelycloserelationshipbetweengovernmentandthefreedomand
independenceofthe"HundredFamilies，')．
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一『老子』の形而上単
ｌ『老子』における形而上事の定義と説明
２『老子』が「道」を重視する理由
３道家思想史上における『老子』形而上肇
二『老子』の「自然」思想
１「自然」という言葉
２「自然」思想の構造
３「自然」思想の民主主義・無政府主義
４形而上単と「自然」思想との矛盾
三「自然」の行き過ぎに封する規制
１「自然」思想の危険‘性
２「自然」の行き過ぎに封する規制の具鵠例
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四東アジア文化交渉研究第７号
北大簡第十六章の「積正」について
’第十六章の「積正」の経文の鍵遷
２北大簡の「積正」の由来
『老子』の形而上単
昨年（2012年）１２月における北京大畢蔵西漢竹書『老子』（以下､北大簡『老子』と略稲する）の公表
は、我々に『老子』の文献や思想についての新たな開心を、馬王堆漢墓吊書と郭店楚墓竹簡以来、三度
目になるわけであるが、呼び起こした。
今回の報告では、北大簡『老子』を主な資料に使用して、郭店本・馬王堆本・通行本（責際には王弼
本）をも適宜参照しながら、『老子』思想の重要な問題の一つを解明したい。すなわち、『老子』におけ
る、形而上単と「自然」思想との絡みあいの責相を、その哲畢と政治の二つの領域にまたがる問題とし
て、解明してみたいと思う。
１『老子』における形而上墨の定義と説明
私がここで言う「形而上単」とは、『周易」繋辞上惇に言う意味であり、またアリストテレス以来のヨ
ーロッパ哲畢が言ってきた意味でもある。すなわち、「道」という根源的な存在が「菖物」を生み出し、
｢寓物」を老病させ、「菖物」死滅きせると見る哲畢のことであり、言い換えれば、「道」こそが「菖物」
の生老病死などの一切の運動・愛化を支配し決定している、と把える哲畢のことである。例えば、北大
簡『老子』第四十二章に、
道生一、一生二、二生三、三生寓物。
とある')ように、「寓物」は「道」によって始めて生み出される。また、北大簡第四十八章に、
篤肇者日盆、篇道者日損。損之有（又）損之、至於無〔篇、無篤而無不篇。取天下常〕無事。及其
O
有事、有（又）不足以取天下。
おさ
とある2)ように、「無篤に至っ」て「道を篇め」ることができた者は、「無不篤」つまり全能であると認
l）第四十二章は、馬王堆甲本は、
〔道生一、一生二、二生三、三生寓物〕。
乙本は、
道生一、一生二、二生三、三生〔菖物〕・
に作り、王弼本は、
道生一、一生二、二生三、三生寓物。
に作る。
2）残訣部分は、郭店本・王弼本などの今本によって補った。この中でも特に重要な「無篤而無不篤」は、馬王堆本が
２

















